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D 漂流郵便局
　  300円

　  300円
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粟島海洋記念館　  600円
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ル・ポール粟島

粟島開発総合センター

あわろは食堂
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9月28日（土）～11月4日（月・祝）会期： 

鑑賞時間：午前9時40分～午後4時30分
鑑賞料：作品によって異なります。

なお、作品鑑賞パスポート提示で、無料で鑑賞できます。

日比野 克彦
瀬戸内海底探査船美術館プロジェクト

「R
れ い ん が

e-ing-A」
沈没船から引き揚げたレンガで制作
した作品。

日比野 克彦

「種は船プロジェクト」

粟島芸術家村／マユール・ワイェダ

「始まりの洞窟」

リチャード・ストライトマター・トラン

「ヒキコモリ」

粟島芸術家村／大小島 真木

「生命のスープ」

TARA

「TARA」

ディン・Q・レ

「この家の貴女へ贈る花束」

ディン・Q・レ

「ナイト&デイ（人生は続く）」

▲芸術家・日比野克彦さん▲芸術家・日比野克彦さん

「種」は、人やもの、地域をつなぐ「船」
に似ているという発想から造船され
た「T

タ ネ

ANe F
フ ネ

UNe」。会期中イベン
トを行う。

世界中の海を船員、科学者、アーテ
ィストとともに航海している科学探
査船タラ号の活動記録や作品を鑑賞
し、疑似体験する。

世界中を航海する船員になるため
の学校があったことから着想を得
た、家や島の外に思いをはせるこ
とがテーマの作品。

監視カメラを設置し、空っぽな家の
存在を主張する作品のほか、ベトナ
ムの紡績工場で廃棄される端切れを
再利用した巨大ラグを展示した作品
など、島内2軒の空き家で作品を展開。

©Francis Latreille/Fondation Tara Océan

©Kimito Takahashi

©Yasushi Ichikawa

©Yasushi Ichikawa

©Kimito Takahashi

海底から広がる世界への想像力をテ
ーマとする数名の作家たちによる共
同作品展。

日比野 克彦
瀬戸内海底探査船美術館プロジェクト

「一
お と と い ま る

昨日丸」

SOKO LABO
「陸から海へ」

エステル・ストッカー
「思考の輪郭」

山田 紗子
須田港待合所プロジェクト
「みなとのロープハウス」

ムニール・ファトゥミ
「過ぎ去った子供達の歌」

日比野 克彦
瀬戸内海底探査船美術館プロジェクト
「ソコソコ想像所」

レンタサイクル設置場所（無人）
1日500円※予約不可

粟
島
会
場
の
一
部
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る

芸
術
家
・
日
比
野
克
彦

さ
ん
に
、
瀬
戸
芸
に
か

け
る
想
い
や
見
ど
こ
ろ
を

聞
き
ま
し
た
。

「
私
の
作
品
の
全
体
の
テ
ー
マ

は
『
海
洋
環
境
』
で
す
。
原
点
と
な
る
作
品

は
、
海
底
か
ら
引
き
揚
げ
た
遺
物
か
ら
、
そ

れ
が
何
の
た
め
に
使
わ
れ
た
か
を
想
像
す
る

『
ソ
コ
ソ
コ
想
像
所
』。
今
年
の
新
し
い
作
品

で
あ
る
『
T
A
R
A
』
は
、
世
界
の
海
洋
環

境
を
調
査
し
て
周
る
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
探
査

船
タ
ラ
号
の
活
動
記
録
や
乗
船
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
タ
ラ

号
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
る
仕
組
み
や
、
航

海
を
疑
似
体
験
で
き
る
V
R
※
も
用
意
し
て

い
る
の
で
、ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、

海
洋
問
題
は
世
界
の
問
題
で
す
が
、
そ
の
始

ま
り
は
一
つ
ひ
と
つ
の
浜
辺
で
す
。
つ
ま
り
、

問
題
の
解
決
も
地
域
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

海
は
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
世
界
と
自
分

の
足
元
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
粟

島
に
は
か
つ
て
海
員
学
校
が
あ
り
、
世
界
の

海
を
知
る
人
の
多
い
島
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
粟
島
で
作
品
を
見
て
、
世
界
や
地
元
の

海
に
思
い
を
は
せ
、
海
洋
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」

※
V
R（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
）
…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
技
術
な
ど
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
仮
想
的
な
環
境
が
も
た

ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
の
疑
似
体
験
。

瀬
戸
芸
に
か
け
る
想
い

食事場所 宿泊施設トイレ 自動販売機

12
須田港

三豊鶴シャトルバス
須田港バス停

詫間中学校

須田港案内所

4

旧粟島小学校
　  300円

旧粟島幼稚園
　  300円

旧粟島中学校
　  300円

1 6

2

（平日）

8

3

7

9
12

11

5

10

須田港周辺MAP

1 7 C

阿島山

城山

上
新
田
港

紫谷山

粟島港

ぶいぶいがーでん

西浜海岸

粟島港周辺MAP

9

8

2

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

1

2

診1

診2

粟島案内所（粟島開発総合センター）
【9：00～16：30】
　080-4993-0061

粟島診療所
【8：00～12：00/13：00～16：30】（平日のみ）
☎84-7009

島の救護室（粟島開発総合センター）
【9：30～16：30】
　080-4993-0061

須田港案内所（須田港乗船口付近）
【8：30～17：30】
　080-4993-0062

粟島MAP

月月 日（土）日（土） 月月 日（月・祝）日（月・祝）会期： 期

瀬戸内国際芸術祭2019 on 粟島に行こう！～作家・作品ガイド～

料
料

料

料

料

料
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さまざまなジャンルの料理人が週
替わりで運営する「地域食文化継承
レストラン（要予約）」も営業中です。
詳細はホームページへ♪

食欲の秋、芸術と一緒にグルメを味わおう！
瀬戸内国際芸術祭の楽しみで外せないのは「食」です。

地元食材を使ったものやアートとコラボしたものなど、秋会期中にしか食べられないグルメを紹介します。

▲生活研究グループの皆さんと
メニュー考案に携わった瀬戸芸スタッフ

▲三豊鶴のスタッフの皆さん

ぜひ会場で

ご賞味くだ
さい♪

▲郷土料理復活弁当。
持ち帰り限定で700円（税込）

▲

酒
蔵
を
改
装
し
て
作
っ
た

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

瀬
戸
芸
に
合
わ
せ
て
誕
生

し
た
、
三
豊
市
の
郷
土
料
理

を
使
っ
た
お
弁
当
。
山
の
幸

「
豊
中
肉
も
っ
そ
」
と
海
の

幸
「
詫
間
さ
つ
ま
」
を
一
緒

に
味
わ
え
る
一
折
で
す
。

『
肉
も
っ
そ
』
は
牛
肉
や
野
菜
を
甘
辛
く
煮
付
け
、

ご
は
ん
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
料
理
。『
さ
つ
ま
』
は
焼
い
た

白
身
魚
を
胡
麻
味
噌
で
和
え
、
魚
の
出
汁
で
伸
ば
し
た

料
理
で
す
。

今
回「
郷
土
料
理
復
活
弁
当
」の
考
案
に
携
わ
っ
た「
三

豊
鶴
」
北
川
智
博
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
地
元
の
人
は
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
、
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
も

の
を
楽
し
め
る
、
そ
ん
な
お
弁
当
で
す
。
三
豊
鶴
で
は

『
さ
つ
ま
』
の
レ
シ
ピ
の
考
案
を
す
る
に
あ
た
り
、
地
元

の
漁
師
さ
ん
に
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、『
肉
も
っ
そ
』
は
市
内
の
飲
食
店
が
レ
シ
ピ
を
考
案

し
、
お
弁
当
の
調
理
は
市
内
の
業
者
が
担
当
す
る
な
ど
、

地
域
で
連
携
し
て
作
り
上
げ
ま
す
」

瀬
戸
芸
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
の
み

午
前
11
時
〜
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
、
多
く

の
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
る
飲

食
・
宿
泊
施
設
。
地
元
の
魚
を
使
っ

た
海
鮮
丼
や
カ
レ
ー
、
う
ど
ん
な
ど
。

ラ
ン
チ　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分

喫
茶　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

詫
間
町
粟
島
１
４
１
８
・
２

☎
８
４
・
７
８
７
８

粟
島
海
洋
記
念
館
近
く
に
あ
る
海
沿
い
の
カ
フ
ェ
。

漁
業
を
営
む
夫
婦
が
経
営
し
て
い
る
の
で
、
新
鮮
な
海

の
幸
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
会
期
中
は
瀬
戸
芸
特
別
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
。

金
・
土
・
日
・
祝

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

詫
間
町
粟
島
１
６
１
９

　

０
９
０
・
３
１
８
１
・

　

８
３
６
０

須
田
港
か
ら
徒
歩
1
分
の

旧
酒
蔵
「
三
豊
鶴
」
を
改
装

し
て
で
き
た
複
合
施
設
。
食

事
の
提
供
や
、
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
、
船
を
待
つ
間

の
休
憩
所
と
し
て
も
立
ち
寄

っ
て
ほ
し
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

詫
間
町
詫
間
字
須
田
５
４
３
７

　

０
９
０
・
４
５
０
６
・
５
６
６
３

P
h
o
U
d
o
n

（
フ
ォ
う
ど
ん
）

郷
土
料
理
復
活
弁
当

粟
島
で
の
お
す
す
め
ラ
ン
チ
ス
ポ
ッ
ト

あ
わ
ろ
は
食
堂

ル
・
ポ
ー
ル
粟
島

三
豊
鶴

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
デ
ィ
ン
・
Q
・
レ

が
考
案
し
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の

麺
料
理
フ
ォ
ー
と
讃
岐
う

ど
ん
を
掛
け
合
わ
せ
た
料

理
。
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

会
場
「
Pフ
ォ
h
o
Uう

ど

ん

d
o
n

＆ア
ン
ド

Cコ
ー

ヒ

ー

O
F
F
E
E

Hハ

ウ

ス

O
U
S
E
」
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
コ
ー
ヒ
ー
も
お
す
す
め
！

期
間
中
、
調
理
と
販
売
を
担
当
す
る
の
は
地
元
の
郷

土
料
理
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
。
伊
吹
産
の
い
り
こ
を
使
っ
た
い
り
こ
飯

と
フ
ォ
う
ど
ん
を
セ
ッ
ト
で
販
売
し
ま
す
。

会
長
の
藤
田
定
子
さ
ん
は
「
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
、
い

り
こ
飯
で
地
元
の
味
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

心
を
込
め
て
作
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
本
場
の
優
し
い
鶏
ガ
ラ
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ

に
讃
岐
う
ど
ん
を
合
わ
せ
た
瀬
戸
芸
な
ら
で
は
の
一
品

で
す
。
一
日
30
杯
限
定
で
ベ
ト
ナ
ム
コ
ー
ヒ
ー
も
販
売

す
る
予
定
で
す
。

午
前
11
時
〜
午
後
2
時

Ｐフ

ォ
h
o
Ｕう

ど

ん

d
o
n

＆ア
ン
ド

Ｃコ

ー

ヒ

ー

Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ

Ｈハ

ウ

ス

Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

詫
間
町
粟
島
１
３

８
１
・
１

時
間 日時

日時

日時

日時

日時

日時

場所

場所

場所

場所

料金

料金

定員

料金

定員

料金

料金

料金

時
間 場

所
時
間

販
売
時
間

場
所

場
所

場
所

アートイベントに参加しよう

スムーズに行くために！ アクセス情報
粟島へは須田港から渡ることができます（下記時刻表参照）。
ただし会期中、須田港への車の乗り入れはできませんので、経
面臨時駐車場から、無料シャトルバスでお越しください。

運行時間：午前 8時～午後 6時
JR詫間駅と経面臨時駐車場から須田港まで随時運行

＼もっと芸
術が楽しく

なる！／

●シャトルバス

©Yasushi Ichikawa

©Yoshinobu Motoda

粟島海員学校物語を、一般公募で集められた瀬戸内の少女た
ち、かつての少女たちが上演する。

2013 年の瀬戸芸で生まれ、今や人気観光ス
ポットとなっている漂流郵便局が臨時開局。

漂流郵便局でしかできない作品作りを体験。

〈漂流郵便局〉

〈ワークショップ〉

粟島について、さらにより深く知ることができるガイ
ドツアー。市内の小学生が粟島の見どころを案内します。

作品「一
お と と い ま る

昨日丸」に乗船し、穏やかな瀬戸
内海を楽しめる。10月５日、12日、19日、26日、11月２日の土曜１日２回公演

（①午前10時～11時30分、②午後０時15分～１時45分）

粟島海洋記念館
（各回 30分前から須田港にて鑑賞・当日券の受け付け）

会期中 土・日・祝
（10月 5日、12日、   19 日を除く）
①午前 11時 30分～正午
②午後 1時 15分～ 1時 45分
③午後 3時～ 3時 30分

9月 28日、29日、
11月 2日、3日、4日
※時間と詳細はウェブサイトへ

会期中の日・祝
①午前 10時～ 11時　 ②午後 3時 40分～ 4時 40分

会期中の土・日・祝
午前９時 30分～午後４時 30分

会期中の日・祝
午前 9時 30分～午後 4時 30分

粟島海洋
記念館前
桟橋

西浜

1,000 円

20 人

無料

10人程度漂流郵便局前受付

中学生以下無料、高校生以上 300 円

100 円

前売2,500円
当日3,000円
（パスポート
提示で2,800
円）
※全チケット食事付き

瀬戸内少女歌劇団 「せとうち物語 ―粟島編―」

粟島子どもガイド

漂流郵便局開局＆ワークショップ

日比野 克彦
「一

お と と い ま る

昨日丸」運行イベント

●経面臨時駐車場（無料）●須田港⇔粟島港

須田発 粟島着 粟島発 須田着
1 06：20 06：35 06：45 07：00
2 07：25 07：40 07：50 08：05
3 09：10 09：25 09：35 09：50
4 10：45 11：00 11：15 11：30
5 12：40 12：55 14：30 14：45
6 15：10 15：25 17：15 17：30
7 18：00 18：15 18：25 18：40
8 19：05 19：20 19：30 19：45

詫間保育所

永康病院

宮の下港

詫間支所

たくまシーマックス
マリンウェーブ

P

瀬戸内国際芸術祭三豊市実行委員会（観光交流課内）☎ 73‒3013　　　　まちづくり推進隊詫間　☎ 83‒3639A DB EC

三豊鶴 検索
https://www.mitoyotsuru.com

※販売場所は 3ページの地図にも記載しています ※開催場所は 3ページの地図にも記載しています

ア

ウエ

▲いりこ飯とフォうどん。
副菜とセットで 1,000 円（税込） 今井さつき×代田江里子ワークショップ

「
れ い ん が

Re-ing-Aと想像するところ」
島内にある廃材や砂浜にある漂着物で

「R
れ い ん が

e-ing-A」を眺めるための場所を作る。

イ

片道：大人 330 円／小人 170 円

500円（漂流郵便局入場料・
ワークショップ料金込み）

A

C D

E

B

【問い合わせ先】

9月28日（土）～11月4日（月・祝）会期： 



鯨く
じ
ら

部
隊

海
ほ
た
る
隊

　
昨
年
の
粟
島
芸
術
家
村
事
業
か
ら
引
き

続
き
、
瀬
戸
芸
2
0
1
9
に
も
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
い
る
大
小
島
真

木
さ
ん
と
マ
ユ
ー
ル
・
ワ
イ
ェ
ダ
さ
ん
の

作
品
制
作
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ

る
島
民
の
皆
さ
ん
。
佐
藤
哲
士
さ
ん
は
そ

の
隊
長
と
し
て
、
作
家
の
2
人
を
支
え
て

い
ま
す
。

佐さ
と
う藤 

哲て
つ
し士
さ
ん

も
と
も
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
熱

心
だ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
２
人
は

我
々
島
民
が
全
面
的

に
関
わ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
作
品
を
作

ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
熱
意
に

巻
き
込
ま
れ
て
、「
こ
れ
は
や
ら
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
な
り
、
島
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織「
鯨

く
じ
ら

部
隊
」を
作
り
ま
し
た
。

皆
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
一
つ
の
も

の
を
創
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

「
手
伝
う
」
と
い
う
よ
り
「
一
緒
に
創
る
」

と
言
う
ほ
う
が

近
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
島
民

た
ち
の
生
き
が

い
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

粟
島
で
の
芸
術
祭
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
。
会
期
前
の

作
品
制
作
か
ら
会
期
中
の
作
品
受
付
や
案

内
を
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
田
中
真
利

子
さ
ん
は
、
今
年
か
ら
隊
員
に
加
わ
り
活

動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

田た
な
か中 

真ま

り

こ
利
子
さ
ん

「
海
ほ
た
る
隊
」

に
参
加
す
る
前

は
、
粟
島
に
は

学
校
行
事
な
ど

で
し
か
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
主
に
作
品
制
作

を
手
伝
い
、
た
ま
に
皆
さ
ん
の
お
昼
ご
飯

を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
今
で
は
粟
島

へ
行
く
と
、
な
ん
だ
か
、
も
う
一
つ
の

家
に
帰
っ
て
き

た
み
た
い
で
す
。

関
わ
っ
て
い
る

と
、
現
代
ア
ー

ト
は
難
し
い
と

い
う
感
覚
は
全

く
な
く
、
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
面

白
く
な
り
ま
す
。

海
ほ
た
る
隊
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

観
光
交
流
課
☎
73
・
３
０
１
３
ま
で
！

※
各
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
全
文
は
、
公
式

H
P
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
9 

o
n

粟
島
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
下
に
Q
R
コ
ー

ド
を
掲
載
）。

知れば知るほど面白い！瀬戸芸on粟島の舞台裏

Mマ

イ

ズ

ム

A
i
Z
M
初 

A
I
搭
載
ア
プ
リ
で

渋
滞
情
報
も
分
か
る
！

先
月
号
で
紹
介
し
た「
み
と
よ
ク
エ
ス
ト（
み

と
ク
エ
）」。
市
内
を
周
り
な
が
ら
三
豊
を
堪
能

で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
瀬
戸
芸
に
合
わ

せ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
み
と
ク
エ
」
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
の
は
香

川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
た
ち
。
2
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
、
放
課
後
や
夏
休
み
を
使
っ

て
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
瀬
戸
芸
の
開
催
に
合

わ
せ
て
、
粟
島
の
ス
ポ
ッ
ト
が
増
え
た
ほ
か
、

「
ラ
ン
チ
」
や
「
体
験
」
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

検
索
が
追
加
さ
れ
、
前
回
の
「
み
と
ク
エ
」
ア

プ
リ
か
ら
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
！

ま
た
、
Mマ

イ

ズ

ム

A
i
Z
M
※
と
の
共
同
開
発
に
よ

り
、
今
回
は
、
瀬
戸
芸
臨
時
駐
車
場
や
港
の
混

雑
状
況
が
分
か
る
機
能
も
追
加
し
ま
し
た
。
瀬

戸
芸
へ
行
く
前
に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
！

※
Mマ
イ
ズ
ム

A
i
Z
M
と
は
、
A
I
・
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
技
術
を

活
用
で
き
る
地
域
人
材
の
育
成
や
事
業
創
出
の
支
援
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
。

ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

こ
ち
ら
か
ら
！

「みとクエ」にも瀬戸芸
にもぜひアプリをご利用
ください！

▲アプリ開発チームリーダーの河内
陸さん（右）とAI機能搭載チームリ
ーダーの白井陽大さん（左）

～瀬戸芸の秋篇～

＼島だけじ
ゃない！／

期間

11月
30日（土）
まで

10
月
6
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊

日
時

場
所

「
み
と
ク
エ
マ
ル
シ
ェ
」も
開
催
！

さらに

粟島会場の最新情報はこちらから！
公式 HP「瀬戸内国際芸術祭 2019 on 粟島」（三豊市観光交流局 HP 内）
粟島会場での注目作品やイベント情報はもちろんのこと、お得な割引情報（宿泊・飲
食等）や作家や島民、ボランティアの皆さんのインタビュー記事も掲載しています。

Facebook「アート粟島」
芸術家の創作活動の様子や進捗情報、粟島会場
に関するお得情報など、随時更新中！

ぜひ会場へ
お越しください♪

［9月号訂正］ 4ページパートナーショップ「藤田水産」の住所に誤りがありました。
正しくは「仁尾町仁尾丁1446-3」です。ご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。
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